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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　　本発明の別の側面によれば、損傷した中枢神経系組織を処置するための装置が得られ
る。この装置は、オープンセルコラーゲンのような多孔質の生体吸収性部材を含んでいて
もよく、この多孔質部材は、多孔質部材の一つ又はそれ以上の孔と処理される中枢神経系
組織との間に気体連通を提供することを可能なように構成された多孔構造を有している。
その多孔質部材の生体吸収性特性は、その多孔質部材を取り除くという第二の手続の必要
性をなくすことができる。この装置は、サブ気圧を発生させるための真空源を有していて
、この真空源は、サブ気圧を中枢神経系組織に供給するために多孔質部材と気体連通させ
るように配置することができる。多孔質部材は、多孔質部材の少なくとも選択された表面
に、組織の成長を防ぐのに十分な程度に小さな孔を有していてもよい。更に、多孔質部材
は、多孔質部材の少なくとも選択された表面に、線維芽細胞及び中枢神経系細胞の寸法よ
りも小さい寸法の孔を有していてもよく、また、多孔質部材の少なくとも選択された表面
以外の位置に、線維芽細胞及び中枢神経系細胞の寸法よりも大きい寸法の孔を有していて
もよい。多孔質部材の孔寸法は、アルブミンの大きさのプロテインが移動することを可能
にさせるのに十分大きなものであってもよい。また、多孔質生体吸収性部材は、サブ気圧
の透過を防止するためにシールされた少なくとも一つの表面を含んでいてもよい。装置は
、損傷した中枢神経系組織を被覆するよう構成されたカバーを有していてもよく、そのカ
バーは、損傷した中枢神経系組織においてカバー下でサブ気圧を維持させる。
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